
■
ダ
イ
コ
ン
の
特
徴

ダ
イ
コ
ン
は
、
日
本
人
に
最
も
な
じ
み
の

深
い
野
菜
で
す
。
練
馬

ね
り

ま

、
三
浦

み

う
ら

、
桜
島

さ
く
ら
じ
ま

、
聖

し
ょ
う

護
院

ご

い
ん

、
守
口

も
り
ぐ
ち

な
ど
土
地
の
名
前
が
つ
い
た
品

種
は
、
古
く
か
ら
漬
物
な
ど
各
地
の
食
文
化

と
結
び
つ
い
て
生
産
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
小

さ
な
二
十
日
ダ
イ
コ
ン
か
ら
大
型
の

’桜
島

大
根
‘、
長
さ
１
２
０
㎝
に
達
す
る

’守
口
大

根
‘
ま
で
、
そ
の
品
種
の
多
様
さ
に
加
え
、

生
産
量
、
消
費
量
と
も
に
日
本
が
世
界
の
ト

ッ
プ
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

ダ
イ
コ
ン
は
ま
さ
に
世
界
に
誇
る
、
わ
が
国

の
代
表
的
な
植
物
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ダ
イ
コ
ン
の
根
は
豊
富
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の

ほ
か
、
栄
養
素
と
し
て
鉄
分
や
食
物
繊
維
も

含
み
ま
す
。
ダ
イ
コ
ン
お
ろ
し
と
し
て
生
食

す
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
熱
に
弱
い
消
化
酵

素
の
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
（
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
）
を
含

む
た
め
で
、
胃
腸
に
や
さ
し
い
野
菜
だ
と
い

え
ま
す
。
栄
養
上
、
注
目
す
べ
き
は
ダ
イ
コ

ン
の
葉
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
を
そ
れ
ぞ
れ
多
量
に

含
み
、
た
ん
ぱ
く
質
も
多
い
こ
と

か
ら
、
最
近
で
は
葉
を
収
穫
対
象

と
す
る
品
種
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

生
育
適
温
は
１７
〜
２０
℃
と
冷
涼

な
気
候
を
好
み
ま
す
が
、
１０
℃
以

下
の
低
温
で
は
花
芽
分
化
を
起
こ

し
、
根
の
肥
大
が
妨
げ
ら
れ
る
の

で
、
タ
ネ
ま
き
の
時
期
が
大
切
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
季
節

に
合
っ
た
品
種
を
選
ぶ
こ
と
も
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
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■
主
な
品
種

秋
ま
き
の
青
首
ダ
イ
コ
ン
、
丸
ダ
イ
コ
ン
、

中
太
り
型
ダ
イ
コ
ン
の
ほ
か
、
春
ま
き
、
夏

ま
き
に
も
お
す
す
め
の
品
種
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
珍
し
い
中
国
ダ
イ
コ
ン
や
、
葉

を
食
べ
る
品
種
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ダイコンは、日本の食文化とも

結びつきが深い、代表的な野菜です。

根も葉も栄養たっぷりなダイコンを

立派に育てる秘訣は、

しっかり土をつくること。

太りのよいダイコンを収穫するため、

深くよく耕しましょう。

恵泉女学園大学　園芸文化研究所助教授
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ス入りが遅い青首の定
番種‘耐病総太り’。そ
のほか‘YRくらま’‘YR
てんぐ’‘千都’などが作
りやすい（いずれも生
育日数55～65日）。

青首ダイコン

秋まき品種

‘青長大根’は首が緑に
着色する。

※地方野菜には取り扱いのないものもありますので、ご了承ください。

中国野菜

芯の色が鮮やかな‘紅
心大根’。

味わい抜群の葉とり専
用種‘葉太郎’。ほかに
は周年栽培向きの‘ハ
ットリくん’など。

葉ダイコン

肉質が緻密で漬物に最
適な‘練馬大根’。

地方野菜

重さ10～20㎏にもなる
大型の‘桜島大根’。

長細い根が120㎝にも伸びる
‘守口大根’。

その他の品種

春まき品種

生育日数75～90日で収
穫できる‘冬どり聖護
院’。または生育日数60
～70日の‘早太り聖護
院’など。低温期でも
太りがよく煮食に向く。

丸ダイコン

まさにおふくろの味！
煮物にぴったりの‘お
ふくろ’（生育日数80日）。

中太り型

写真の‘おしん’のほ
か‘おはる’‘大師’な
どは、トウ立ちやス入
りが遅いのでトンネル
栽培に最適。

夏まき品種

病気と暑さに強い‘夏
みの早生三号’。

お す す め ダ イ コ ン あ れ こ れ

日本の代表的な野菜といえるダイコン。その栽培の歴史は古
く、地方ごとに個性あふれる品種が数多く栽培されている。
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ま
た
、
ダ
イ
コ
ン
栽
培
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

深
耕
（
深
く
耕
す
）・
精
耕
（
よ
く
耕
す
）
で

す
。
第
１
図
を
参
考
に
、
や
わ
ら
か
く
ふ
っ

く
ら
と
し
た
通
気
性
の
よ
い
土
づ
く
り
を
心

掛
け
、
畝う

ね

を
立
て
て
タ
ネ
を
ま
き
ま
す
（
第

2
図
）。

2
水
や
り

発
芽
す
る
ま
で
は
乾
か
さ
な
い
よ
う
注
意

し
ま
す
。
発
芽
後
は
、
土
が
乾
い
た
ら
た
っ

ぷ
り
と
水
や
り
し
ま
す
。

3
間
引
き
・
追
肥
・
土
寄
せ

本
葉
が
1
〜
2
枚
の
こ
ろ
ま
で
に
、
生
育

の
よ
い
も
の
を
残
し
て
3
本
に
間
引
き
ま
す
。

間
引
い
た
後
は
株
元
に
軽
く
土
を
寄
せ
、
グ

ラ
グ
ラ
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、

本
葉
3
〜
4
枚
の
時
2
本
に
、
本
葉
6
〜
7

枚
の
時
１
本
立
ち
に
し
ま
す
。
間
引
い
た
も

の
は
、
間
引
き
菜
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
2
回
目
の
間
引
き
か
ら
は
、
間

引
き
後
に
１
㎡
当
た
り
３０
ｇ
の
化
成
肥
料
を

施
し
、
土
寄
せ
を
行
い
ま
す
（
第
3
図
・
第

4
図
・
第
5
図
）。
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第2図 タネまき

第１図 土づくり

タネまき●1 タネまき後の作業●2

■
栽
培
方
法

１
タ
ネ
ま
き
の
適
期
と
方
法

ダ
イ
コ
ン
は
代
表
的
な
直
根
類
で
す
の
で
、

直
ま
き
の
み
に
な
り
ま
す
。
移
植
す
る
と
、

ま
た
根
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
花
芽
分
化

と
の
関
係
か
ら
、
タ
ネ
ま
き
時
期
は
と
て
も

大
切
で
あ
り
、
秋
ま
き
で
は
８
月
末
〜
９
月

上
旬
が
適
期
で
す
。

●タネまき2週間前1 ●タネまき1週間前2 ●畝作り3

苦土石灰
１㎡当たり１００～１５０g

全面散布

元肥（1㎡当たり）

堆肥
たい ひ

2㎏
化成肥料　100ｇ

よく耕す。

高さ10㎝、畝幅60～70㎝
の平畝を作る。

1穴4～5粒まき

点まきにし、その後
たっぷりと水をやる。

乾燥や雨のたたきつ
け防止に効果がある。

水をやって覆土した後、表面に
もみ殻などをかける。

第3図 間引き（１回目）

3本立ち
大きいもの
を残す。

手で根元に軽く
土寄せする。

発芽～本葉1～2枚で
3本立ちに。

①小さいもの。
②双葉が変形したもの。
③虫害を受けているもの。

間引く株

●追肥（1回目）2

株間に追肥を施す。

化成肥料
１㎡当たり３０g

土寄せする。

第4図 間引き（2回目）・追肥（1回目）

●間引き（2回目）1

本葉3～4枚のころ
2本立ちに。

●土寄せ3

土を砕きながら
よく混ぜこむ。

全面散布

よく耕す。



4
病
害
虫

秋
ま
き
で
は
、
害
虫
が
多
発
す
る
の
で
注

意
し
ま
す
。
ア
オ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
、
ヨ
ト
ウ

ム
シ
に
は
Ｂ
Ｔ
剤
を
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
キ
ス

ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
に
は
Ｄ
Ｄ
Ｖ
Ｐ
乳
剤
１
０
０

０
倍
液
を
散
布
し
、
防
除
し
ま
す
。
農
薬
を

使
用
し
た
く
な

い
場
合
は
、
寒か

ん

冷
紗

れ
い
し
ゃ

に
よ
る
ト

ン
ネ
ル
被
覆
を

行
い
、
害
虫
の

侵
入
を
物
理
的

に
抑
え
る
よ
う

に
し
ま
す
。

5
収
穫

青
首
ダ
イ
コ
ン
は
、
太
さ
が
６
〜
７
㎝
く

ら
い
に
な
っ
て
き
た
ら
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
第
6
図
）。

そ
の
目
安
は
、
品
種

に
も
よ
り
ま
す
が
、
早
い
品
種
で
５５
〜
６５
日
、

遅
い
品
種
で
８０
〜
１
０
０
日
く
ら
い
で
す
。

収
穫
が
遅
れ
る
と
、
ス
入
り
や
裂
根
が
発
生

し
や
す
く
な
る
の
で
、
適
期
の
収
穫
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

家庭菜園基本のキホン ！ 

●プロフィール

恵泉女学園大学園芸文化研究所助教授。専門は野
菜園芸学、植物育種学、農業教育学。「NHK趣味
の園芸」講師、雑誌「やさい畑」連載のほか、ラ
ジオなどでも野菜作りの魅力を伝えている。主な
著書に「別冊NHK趣味の園芸・わが家の片隅で
おいしい野菜を作る」（NHK出版）など多数。

藤田　智
（ふじた さとし）
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ダイコンが二またになるわけ
丹精込めて栽培したダイコンを抜いてみると、

見事なものができている一方で、二またや三つま

たに分かれたものも見られて、がっかりすること

があります。この原因には、①タネの真下に堆肥

の塊や石などの障害物があり、根が伸びていく最

中に二またに分かれてしまった、②間引きなどの

作業中に、株を倒したり抜いたりしてしまって、

根を傷つけた、③苗を移植した、などが挙げられ

ます。

また根の原因を見ると、ダイコン栽培における

土づくりの重要性や、丹精込めて作る意味がよく

分かってくることでしょう。

第5図 間引き（3回目）・追肥（2回目）

また根になった‘三浦大根’。

たっぷりと
土寄せする。

●間引き（3回目）1

本葉6～7枚のころ
1本立ちに。

●追肥（2回目）2

畝の両側に追肥を施す。

●土寄せ3
化成肥料
１㎡当たり３０g

適期収穫を心掛ける。

トウ立ちした
ダイコン。ス
が入ってしま
い、食味が落
ちてしまう。

第6図 収穫の目安

太さ13㎝くらいで
収穫。

〈聖護院ダイコン〉

地上部が10㎝以上
出ていて、太さが
6～7㎝。

〈青首ダイコン〉

生育中のダイコン。秋まきでは害
虫が多発するので注意する。


